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お申込みは裏面から

20年以上にわたる大学での教育・研究実績と、6年にわたる
企業での実務経験により、ベトナムの中小企業が直面する
課題や困難を深く理解する機会を得る。特に、学術的な専
門知識と実務経験を組み合わせることで、企業文化、組織
構造、持続可能な成長戦略の関係について多角的な視点を
獲得した。学問に主眼を置く大学教員とは異なり、ビジネス
の観点から問題にアプローチするため、中小企業のニーズ、
プレッシャー、ビジネスチャンスを把握し、実践的でカスタ
マイズされたソリューションを提供している。プラン作成」
を担当。実務家教員ですので、現場で役立つ「理論」と「実
践」を学べる講座にしたいと思っております。

神戸市の海運株式会社で３か月間、乙仲業務（輸出入を担当した相手国
は北朝鮮）に従事。
その後、兵庫県商工会連合会で約30年勤務。中小企業の経営支援や地
域経済活性化等の職務を歴任。その間、兵庫県立大学、神戸山手大学等
で非常勤講師として、産学連携講座や地域産業論等の授業を担当。
2021年からは、兵庫県北部に新設された芸術文化観光専門職大学に専
任教員として勤務。初めての大学設置ということもあり、地域の方々へリ
カレント教育の講座をスタートし、「ビジネスプラン作成」を担当。実務家
教員ですので、現場で役立つ「理論」と「実践」を学べる講座にしたいと
思っております。

中小企業
海外事業展開・
人材不足解消策
Overseas business development and
human resource shortage solutions for SMEs

BeetechSoft
COO 金本 融治 氏

HAIO EDUCATION 
DUONG LINH 氏

ひょうご地場産業協同組合
理事長 清原 寿彦 氏

県立広島大学広島キャンパス（宇品）
1棟2階 1275教室
対面およびZoomによるハイブリット開催
対面30名、オンライン200名

Soltech Vietnam, 
Environment Joint Stock Company

会長 ホー・チー・ズン 氏

の

HBMSでは毎年、海外協定校等との協力の下、「アジア大学連携講座」を開催
し、「Global SMEs in Southeast Asia」（東南アジアにおけるSMEs※）の先端
事例について議論を重ねています。
第４回目となる今回は、“中小企業の海外事業展開・人材不足解消策”と題し、
中小企業における海外進出や外国人材の登用等を成功に導くために必要なノ
ウハウや戦略構築に焦点を当てます。
今回来日するベトナムの先生方から最新の現地情勢や具体的な事例を交えた
講義をいただいた後、ベトナムの送り出し機関や日本の受け入れ機関の現状と
課題を発表いただき、ご参加いただいた皆様と意見交換・質疑応答を通じ、中
小企業が今後海外事業展開・人材不足を解消するために、どのような戦略策定
のかじ取りを行っていくべきかを議論していきます。（※SMEs: Small and 
Medium-sized Enterprisesの略で中小ビジネスを指す。）
このプログラムは、対面・Zoom同時開催です。同時通訳（英語→日本語、日本語
→英語）は、会場（ヘッドセット機材貸与）とZoom（通訳チャネル機能使用）の双
方において利用可能です。

ゲストスピーカー

事例紹介

司会

県立広島大学大学院経営管理研究科（HBMS） 准教授 中村 嘉雄

����アジア大学連携講座 特別フォーラム
今回のテーマに興味のある方

海外ビジネスや国際開発に興味のある方

ビジネススクールでの学びに関心のある方

参加無料日英同時通訳

［ 場　　所 ］

［ 定　　員 ］

［ 開催方法 ］

（申込先着順）

タイムスケジュール

開会挨拶　司会：HBMS 准教授 中村 嘉雄

休憩

質疑応答・意見交換

閉会挨拶

特別講義

消費市場としてのベトナムの動向：
日本、韓国、中国企業の進出状況
ホー・チー・ズン氏

事例紹介①

日本企業向Off Shore開発事業と
今後の展望：自社開発商品Medda
BeetechSoft COO 金本 融治 氏

事例紹介②

日本におけるベトナム等
外国籍の技能実習生の現状と課題
　　　　　  HAIO EDU  DUONG LINH 氏
　　　　　  ひょうご地場産業協同組合 理事長 清原 寿彦 氏
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����アジア大学連携講座 特別講座

無料

申込方法

県立広島大学広島キャンパス（宇品）1棟2階 1275教室 対面およびZoomによるハイブリット開催［ 場　　所 ]

対面30名（申込先着順）、オンライン200名［ 定　　員 ] ［ 参  加  費 ]

［ 開催方法 ]

Zoom通訳チャネルを使用した同時通訳（英語⇔日本語）が付きますので、英語に不安な方も安心してご参加ください。

海外から講師を招聘しておりますが、日本語が堪能なゲストスピーカーですので、日本語での開催となります。

今回のテーマに興味のある方 海外ビジネスや国際開発に興味のある方 ビジネススクールでの学びに関心のある方

右記「申込フォーム」からお申込みください。
※Zoom参加者には、当日の午前中までにZoomの
　登録案内をメールで送ります。

Introduction to Cross-Cultural Finance

越境文化ファイナンス入門

リトリートと癒しを提供する
タイの“ウェルビーイングマーケティング”
Retreat and healing for wellbeing marketing

日本語開講

コロナ禍後、精神的に追い詰められた人々が癒しを求めています。ストレス管理
の観点から、リトリートやウェルビーイングをビジネスに展開するタイの企業の
取り組みが世界から注目を浴びています。癒しをテーマにしたホテル「Neera 
Retreat Hotel」 などの事例をもとに、タイの“マインドフルネス事業”を中心に、
新たな観光事業の潮流について講義します。

神戸大学大学院経営学研究科で博士号（商学）取得。現在はタイ・チュラ
ロンコン大学のチュラロンコンビジネススクールで教鞭をとっている。
研究領域はビジネス哲学・長寿企業。「すごいマーケティング」・「理念…
100年前から存続する日本企業から学ぶ知恵」など日本に関連した10冊
の著者である。

18：30～18：35　開催趣旨および登壇者ご紹介　司会：HBMS教授 吉川 成美
18：35～19：25　特別講座　ポンタナラート・クリティニー（ケット）氏
19：25～19：55　会場も交えたクロストーク
　　　　　　　　「タイの新しい観光にみるウェルビーイング事業とはなにか」
　　　　　　　　ファシリテーター：HBMS教授 吉川 成美
　　　～20：00　終了

チュラロンコン大学 チュラロンコンビジネススクール
非常勤講師

ポンタナラート・クリティニー（ケット） 氏

ゲストスピーカー

早稲田大学大学院アジア太平洋研究科国際関係学「環境と持続可能
な発展論」専攻（国際関係学修士）、東京農業大学大学院農学研究科
博士後期課程終了（農業経済学博士）。アジア地域における環境保全
型農業と農家支援プロジェクトに参加、起業する。HBMS・平和経営
学研究センターにて広島G7サミットと連動し、日本の平和経営
ヴィジョンに焦点を当てた国際フォーラムに従事。伝統知の未来可
能性を追求する地域資源マネジメントに関するプログラムを国内
外で推進している。総合地球環境学研究所上廣環境日本学センター 
センター長・特任教授。

司会・
ファシリテーター

県立広島大学大学院経営管理研究科（HBMS）
教授 吉川 成美

18:30～20:00
2025 2/27木

18:30～20:00
2025 3/3 月

日英同時通訳

金融や商慣習、価値観、行動様式が日本とは異なるマレーシアにおいてファイナンス
の基礎知識としてどのようなことを学んでいるのか。日本とマレーシアを比較しな
がら、異なる文化、社会、宗教、言語、慣習、生活などへの理解を深め、「越境文化
（Cross-cultural）ファイナンス」について皆さんとともに考えていきたいと思います。

米国オハイオ大学で学士号（経営管理）、マラヤ大学で修士
号(MBA）、英国ノッティンガム大学ビジネススクールで
博士号を取得。専門は経済学、リスク管理、消費者における
ファイナンシャル・ウェルビーイング。現在はマレーシア
のマラヤ大学ビジネス・経済学部／大学院でファイナン
ス、経済学の科目の教鞭をとる。消費者経済学、ファイナン
ス、ビジネスの各分野で数々の論文・専門書を執筆。マラヤ
大学大学院におけるMBAプログラムコーディネーター、
マレーシア高等教育省教育助成制度評価委員等を歴任。教
員就任前は約10年にわたり金融保険業界で個人・法人顧
客を担当。

学術出版社代表取締役を経て2021年4月より現職。アサヒグループホールディング
ス株式会社との協働プロジェクトである環境問題に関する書籍「アサヒ・エコ・ブッ
クス」のプロデューサーなどを務めてきた。担当作は角幡唯介著『狩りの思考法』
（2021年）など多数。また、カナダ北極圏のフィールドワーク経験をもとに、大学で講
義、フィールドワークの設計・引率などの教育活動に携わってきた。人類学的思考を
キーワードに中小企業・小規模事業者のマネジメントについて考察している。

2002年大阪市立大学（現 大阪公立大学）卒業、2009年神戸大学大学院修了、博士（商
学）。岐阜聖徳学園大学専任講師、准教授、名古屋大学・滋賀大学非常勤講師、ハワイ大
学マノア校シドラービジネススクール客員研究員などを経て、2018年より現職。現
在、広島ベンチャーキャピタル社外取締役も務める。スタートアップして、その企業
が成長する過程のファイナンスを実証的に研究している。

18：30～18：35　趣旨および登壇者ご紹介　司会：HBMS講師 礒貝 日月
18：35～19：35　特別講座　
19：35～19：55　質疑応答セッション　ファシリテーター：HBMS講師 礒貝 日月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コメンテーター：HBMS准教授 高橋 陽二
　　　～20：00　終了

マラヤ大学
ビジネス・経済学部ファイナンス学科

教授 ヌール・シャナーズ 氏

コメンテーター

司会・ファシリテーターゲストスピーカー 県立広島大学大学院経営管理研究科（HBMS）  講師 礒貝 日月

県立広島大学大学院経営管理研究科（HBMS）  准教授 高橋 陽二

2/27 木 3/3 月3/1 土
中小企業の海外事業展開・
人材不足解消策 越境文化ファイナンス入門 リトリートと癒しを提供するタイの

“ウェルビーイングマーケティング”
https://mba.pu-hiroshima.ac.jp/ja/
events/archives/12642
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events/archives/12644

https://mba.pu-hiroshima.ac.jp/ja/
events/archives/12647
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